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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＥＭＣの向上を図り、内視鏡に対する静電気放
電に対して患者等への安全性を損なうことなく、回路の
誤動作や画像の劣化を防止することができる内視鏡シス
テム、内視鏡、光源装置、及びプロセッサを提供する。
【解決手段】内視鏡１０の外壁部に配置される金属部材
は内視鏡１０のＬＧコネクタ７０の金属の枠体１２１に
接続されている。光源装置１２のコネクタ受け８２は、
コンデンサＣ１を介してフレームグランド及びアースに
接続されている。ＬＧコネクタ７０には第１サージアブ
ソーバ１２６が設けられているため、高周波処置具等を
使用した際に、内視鏡１０の外壁部の金属部材から漏れ
電流がコンデンサＣ１を介してアースに流れることはな
い。一方、内視鏡１０の外壁部の金属部材に対して静電
気放電が生じた場合には第１サージアブソーバ１２６が
導通状態となって放電電流をコンデンサＣ１を介してア
ースに流すことができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入され、固体撮像素子を含む撮像部が先端部に搭載された挿入部と、信号ケ
ーブル及びライトガイドが内部に挿通配置され、ライトガイドコネクタが端部に設けられ
たユニバーサルケーブルと、前記ライトガイドコネクタから延設され、プロセッサコネク
タが端部に設けられたプロセッサケーブルとを備えた内視鏡と、
　前記ライトガイドコネクタが着脱可能に装着されるライトガイドコネクタ受けを有し、
前記ライトガイドコネクタ及びライトガイドコネクタ受けを通じて前記ライトガイドに照
明光を供給する光源装置と、
　前記プロセッサコネクタが着脱可能に装着されるプロセッサコネクタ受けを有し、前記
プロセッサコネクタ及びプロセッサコネクタ受けを通じて前記撮像部からのビデオ信号を
取得し、前記撮像部により得られた映像を表示装置に表示させるプロセッサと、
を備え、
　前記ライトガイドコネクタは、内蔵物を収容する枠体を有し、該枠体は、
　前記ユニバーサルケーブルに連設され、前記内視鏡の外壁部に配置された金属部材と電
気的に接続された金属部材を有する基端部と、
　前記ユニバーサルケーブルに対して前記基端部よりも遠方となる先端側に配置される先
端部と、
　前記先端部と前記基端部との間に配置され、前記先端部の金属部材と前記基端部の金属
部材との電圧差が所定の閾値以下のときに前記先端部の金属部材と前記基端部の金属部材
とを電気的に絶縁する非通電状態となり、前記電圧差が前記閾値よりも大きいときに前記
先端部の金属部材と前記基端部の金属部材とを電気的に導通する通電状態となる第１サー
ジアブソーバと、
を備え、
　前記光源装置又は前記ライトガイドコネクタは、前記ライトガイドコネクタの先端部の
金属部材と、前記光源装置のフレームグランドとの間を交流的に接続する第１のコンデン
サを備えた内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１のコンデンサは、交流の周波数３００ＭＨｚに対してインピーダンスの大きさ
が閾値１０Ω以下の値となる特性のコンデンサである請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第１のコンデンサは、前記光源装置が備え、
　前記光源装置において、前記ライトガイドコネクタの前記先端部の金属部材と電気的に
接続され、かつ、前記光源装置のフレームグランドと絶縁されて配置された前記ライトガ
イドコネクタ受けの金属部材と、前記光源装置のフレームグランドとが前記第１のコンデ
ンサを介して接続された請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記第１のコンデンサは、前記ライトガイドコネクタが備え、
　前記ライトガイドコネクタにおいて、前記先端部が、基端側の第１先端部と第１先端部
よりも先端側に配置された第２先端部とからなり、前記光源装置のフレームグランドと電
気的に接続され、かつ、前記第１先端部の金属部材と絶縁されて配置された前記第２先端
部の金属部材と、前記第１先端部の金属部材とが前記第１のコンデンサを介して接続され
た請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記ライトガイドコネクタは、前記基端部の金属部材と、前記プロセッサケーブルの外
壁部の金属部材との間に配置され、前記基端部の金属部材と前記プロセッサケーブルの外
壁部の金属部材との電圧差が所定の閾値以下のときに前記基端部の金属部材と前記プロセ
ッサケーブルの金属部材とを電気的に絶縁する非通電状態となり、前記電圧差が前記閾値
よりも大きいときに前記基端部の金属部材と前記プロセッサケーブルの外壁部の金属部材
とを電気的に導通する通電状態となる第２サージアブソーバを備え、
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　前記プロセッサコネクタは、内蔵物を収容する枠体を有し、
　前記プロセッサコネクタ又は前記プロセッサは、前記プロセッサケーブルの外壁部の金
属部材と電気的に接続された前記プロセッサコネクタの枠体の金属部材と、前記プロセッ
サのフレームグランドとの間を交流的に接続する第２のコンデンサを備えた請求項１～４
のうちのいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記第２のコンデンサは、前記プロセッサが備え、
　前記プロセッサにおいて、前記プロセッサコネクタの枠体の金属部材と電気的に接続さ
れ、かつ、前記プロセッサのフレームグランドと絶縁されて配置された前記プロセッサコ
ネクタ受けの金属部材と、前記プロセッサのフレームグランドとが前記第２のコンデンサ
を介して接続された請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記第２のコンデンサは、前記プロセッサコネクタが備え、
　前記プロセッサコネクタにおいて、前記枠体が、前記プロセッサケーブルの外壁部の金
属部材に電気的に接続された金属部材を有する基端部と、前記プロセッサケーブルに対し
て前記基端部よりも遠方となる先端側に配置される先端部とからなり、前記プロセッサの
フレームグランドと電気的に接続され、かつ、前記基端部の金属部材と絶縁されて配置さ
れた前記先端部の金属部材と、前記基端部の金属部材とが前記第２のコンデンサを介して
接続された請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記内視鏡は、前記挿入部の先端部に配置され、前記固体撮像素子を含むセンサ回路を
実装したセンサ基板と、前記ライトガイドコネクタに配置され、前記センサ回路と信号ケ
ーブルを介して信号伝送可能に接続されて前記センサ回路からビデオ信号が伝送されるス
コープ回路を実装したスコープ基板とを備え、
　前記プロセッサは、前記スコープ回路と前記プロセッサケーブルを介して信号伝送可能
に接続されて前記スコープ回路からビデオ信号が伝送される患者回路を実装した患者基板
と、前記患者基板とアイソレーション手段を介して信号伝送可能に接続されて前記患者基
板からビデオ信号が伝送されると共に、表示装置が接続される２次回路を実装した２次基
板とを備え、
　前記センサ基板の回路グランドと前記スコープ基板の回路グランドとが前記信号ケーブ
ルのグランド線を介して接続され、前記スコープ基板の回路グランドと前記患者基板の回
路グランドとが前記プロセッサケーブルのグランド線を介して接続され、前記患者基板の
回路グランドと前記２次基板の回路グランドとが第３のコンデンサを介して接続され、前
記２次基板の回路グランドと前記プロセッサのフレームグランドとが電気的に接続され、
　前記信号ケーブルは、伝送線を被覆する第１のシールド線を有し、該第１のシールド線
が前記センサ基板及び前記スコープ基板の回路グランドに接続された請求項１～７のうち
のいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記信号ケーブルは、前記第１のシールド線の外周部を被覆する第２のシールド線を有
し、該第２のシールド線が、前記プロセッサケーブルの外壁部の金属部材に電気的に接続
された前記プロセッサコネクタの枠体の金属部材に接続された請求項８の内視鏡システム
。
【請求項１０】
　請求項１、２、及び、４～９のうちのいずれか１項に記載の内視鏡システムを構成し、
前記第１のコンデンサを前記ライトガイドコネクタに備えた内視鏡。
【請求項１１】
　請求項５、７、８、及び、９のうちのいずれか１項に記載の内視鏡システムを構成し、
前記第２のコンデンサを前記プロセッサコネクタに備えた内視鏡。
【請求項１２】
　請求項１～３、及び、５～９のうちのいずれか１項に記載の内視鏡システムを構成し、
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前記第１のコンデンサを備えた光源装置。
【請求項１３】
　請求項５、６、８、及び、９のうちのいずれか１項に記載の内視鏡システムを構成し、
前記第２のコンデンサを備えたプロセッサ。
【請求項１４】
　請求項８、又は、９に記載の内視鏡システムを構成し、前記第３のコンデンサを備えた
プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡システム、内視鏡、光源装置、及びプロセッサに係り、特に電子内視鏡
の挿入部により体腔内を撮影し、その映像を表示装置に表示することによって体腔内の観
察を行なうことができる内視鏡システム、内視鏡、光源装置、及びプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部を体腔内に挿入することによって体腔内の患部等の被写体を観察し、ま
た、内視鏡の処置具チャンネルに挿通させた処置具を用いて体腔内の患部等に所要の処置
を施すことができる内視鏡システムが知られている。
【０００３】
　内視鏡システムは、一般に、体腔内に挿入される挿入部や施術者が把持して操作する操
作部等を備えた内視鏡（電子内視鏡）と、挿入部に搭載された撮像部により撮像する被写
体を照明する照明光を内視鏡に供給する光源装置と、撮像部からの信号を取得し、各種処
理を施して表示装置に表示させるプロセッサ（カメラコントロールユニット）等を備えて
構成されている。
【０００４】
　このような内視鏡システムにおいて、特許文献１には、電磁両立性（EMC: Electromagn
etic Compatibility）の対策、向上を図るための提案がなされている。
【０００５】
　電磁両立性（ＥＭＣ）は、他の機器の動作を阻害する等の電磁妨害(EMI：Electro Magn
etic Interference)を生じない性質と、他の機器などから発生する電磁波などによって、
自身の動作が阻害されない電磁感受性(EMS：Electro Magnetic Susceptibility)を持つ性
能を意味し、内視鏡システムにおいてもＥＭＣへの対策が望まれる状況となっている。
【０００６】
　特許文献１によれば、患者内に挿入される回路及びそれに接続されるプロセッサ内の患
者回路と、表示装置などの周辺機器に接続されるプロセッサ内の２次回路との間の信号伝
送をアイソレーションデバイス（アイソレーション手段）を用いて行うことによって患者
回路と２次回路とを絶縁している。このようにアイソレーションデバイスを用いて患者回
路と２次回路とを絶縁することは、特許文献１によらず患者等の安全性を図るために周知
の技術となっている。
【０００７】
　これに対して、特許文献１では、患者回路のグランドと２次回路のグランドとをコンデ
ンサで接続することを開示している。特許文献１によれば、コンデンサによってそれらの
グランド間のインピーダンスを交流的に低下させ、患者回路や２次回路で扱われている高
周波信号による電磁波が外部に放射されることを低減することができ、また、外部から浸
入する高周波ノイズを低減することができるものとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許２５９８５６８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、ＥＭＣに関する検査として、静電気放電に関するイミュニティ試験というも
のが知られている。この試験は、検査対象機器に対して放電ガンなどで静電気放電を生じ
させ、検査対象機器の静電気放電に対する耐性を検査するものである。内視鏡システムに
おいて、このような静電気放電が生じた場合、主に内視鏡の外壁部に配置される金属部材
（金属製の網状管等）に電荷が放電されやすいが、その金属部材がアースに接続されてい
ない状態では、放電によって生じた電流が患者等を介してアースに流れたり、また、ノイ
ズとして患者回路等に流れて回路の誤動作や画質の劣化等を引き起こすおそれがある。
【００１０】
　しかしながら、内視鏡の金属部材を単にアースに接続するようにした場合には、ＡＰＣ
（Argon-Plasma Coaglation：アルゴンプラズマコアギュレーション）などの高周波処置
具を使用した際に、その金属部分に漏れ電流が流れ易くなるため、患者等の安全上の問題
がある。特許文献１では、このような静電気放電に関する対策は考慮されていない。
【００１１】
　また、ＥＭＣに関する検査として、静電気放電に関するイミュニティ試験以外にも放射
電磁界に関するイミュニティ試験のような電磁感受性(ＥＭＳ)に関する検査や、雑音電界
強度に関するエミッション試験のような電磁妨害（ＥＭＩ）に関する検査が行われるが、
これらの検査に対しても良好な性能を示すようにすることが望ましい。
【００１２】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、ＥＭＣの向上を図り、特に内視鏡に
対する静電気放電に対して患者等への安全性を損なうことなく、回路の誤動作や画像の劣
化を防止することができる内視鏡システム、内視鏡、光源装置、及びプロセッサを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明に係る内視鏡システムは、体腔内に挿入され、固体
撮像素子を含む撮像部が先端部に搭載された挿入部と、信号ケーブル及びライトガイドが
内部に挿通配置され、ライトガイドコネクタが端部に設けられたユニバーサルケーブルと
、ライトガイドコネクタから延設され、プロセッサコネクタが端部に設けられたプロセッ
サケーブルとを備えた内視鏡と、ライトガイドコネクタが着脱可能に装着されるライトガ
イドコネクタ受けを有し、ライトガイドコネクタ及びライトガイドコネクタ受けを通じて
ライトガイドに照明光を供給する光源装置と、プロセッサコネクタが着脱可能に装着され
るプロセッサコネクタ受けを有し、プロセッサコネクタ及びプロセッサコネクタ受けを通
じて撮像部からのビデオ信号を取得し、撮像部により得られた映像を表示装置に表示させ
るプロセッサと、を備え、ライトガイドコネクタは、内蔵物を収容する枠体を有し、枠体
は、ユニバーサルケーブルに連設され、内視鏡の外壁部に配置された金属部材と電気的に
接続された金属部材を有する基端部と、ユニバーサルケーブルに対して基端部よりも遠方
となる先端側に配置される先端部と、先端部と基端部との間に配置され、先端部の金属部
材と基端部の金属部材との電圧差が所定の閾値以下のときに先端部の金属部材と基端部の
金属部材とを電気的に絶縁する非通電状態となり、電圧差が閾値よりも大きいときに先端
部の金属部材と基端部の金属部材とを電気的に導通する通電状態となる第１サージアブソ
ーバと、を備え、光源装置又はライトガイドコネクタは、ライトガイドコネクタの先端部
の金属部材と、光源装置のフレームグランドとの間を交流的に接続する第１のコンデンサ
を備えている。
【００１４】
　本発明によれば、内視鏡に対して静電気放電が生じるような場合には、第１サージアブ
ソーバが通電状態となるため、内視鏡の外壁部に配置された金属部材がライトガイドコネ
クタの基端部を介して先端部の金属部材に電気的を接続される。先端部の金属部材は第１
のコンデンサを通じて光源装置のフレームグランド（即ち、アース（大地））に交流的に
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接続されているため、内視鏡の外壁部に配置された金属部材が光源装置のフレームグラン
ド（アース）に第１のコンデンサを介して交流的に接続される。
【００１５】
　したがって、静電気放電が生じた場合に、その放電電流を内視鏡の外壁部の金属部材を
通じて光源装置のフレームグランド（アース）に流すことができ、放電電流が信号ケーブ
ル等に流れて回路の誤動作や画像の劣化が生じるという事態が防止される。また、高周波
処置具等を使用した際の漏れ電流に対しては、漏れ電流によって生じる電圧レベルが高く
ないため、第１サージアブソーバが通電状態にならずに非導通状態に保持されるようにす
ることができ、内視鏡の外壁部の金属部材に漏れ電流が流れることを防止することができ
る。そのため、患者等への安全性が損なわれることもない。なお、光源装置のフレームグ
ランドは通常ではアース（大地）に接続されており、本明細書では、光源装置のフレーム
グランドをアースと同等のものとして扱うこととする。
【００１６】
　本発明では、第１のコンデンサは、交流の周波数３００ＭＨｚに対してインピーダンス
の大きさが閾値１０Ω以下の値となる特性のコンデンサであることが好ましい。
【００１７】
　これによれば、静電気放電の放電電流の周波数に対して第１のコンデンサを低インピー
ダンスとすることができ、放電電流をアースに適切に流すことができる。
【００１８】
　本発明では、第１のコンデンサは、光源装置が備え、光源装置において、ライトガイド
コネクタの先端部の金属部材と電気的に接続され、かつ、光源装置のフレームグランドと
絶縁されて配置されたライトガイドコネクタ受けの金属部材と、光源装置のフレームグラ
ンドとが第１のコンデンサを介して接続された形態とすることができる。
【００１９】
　本形態は、光源装置に第１のコンデンサを配置する構成の一形態である。
【００２０】
　本発明では、第１のコンデンサは、ライトガイドコネクタが備え、ライトガイドコネク
タにおいて、先端部が、基端側の第１先端部と第１先端部よりも先端側に配置された第２
先端部とからなり、光源装置のフレームグランドと電気的に接続され、かつ、第１先端部
の金属部材と絶縁されて配置された第２先端部の金属部材と、第１先端部の金属部材とが
第１のコンデンサを介して接続された形態とすることができる。
【００２１】
　本形態は、ライトガイドコネクタに第１のコンデンサを配置する構成の一形態である。
これによれば、内視鏡の種類又は個体ごとに最適な特性のコンデンサを第１のコンデンサ
として使用することができる。
【００２２】
　本発明では、ライトガイドコネクタは、基端部の金属部材と、プロセッサケーブルの外
壁部の金属部材との間に配置され、基端部の金属部材とプロセッサケーブルの外壁部の金
属部材との電圧差が所定の閾値以下のときに基端部の金属部材とプロセッサケーブルの金
属部材とを電気的に絶縁する非通電状態となり、電圧差が閾値よりも大きいときに基端部
の金属部材とプロセッサケーブルの外壁部の金属部材とを電気的に導通する通電状態とな
る第２サージアブソーバを備え、プロセッサコネクタは、内蔵物を収容する枠体を有し、
プロセッサコネクタ又はプロセッサは、プロセッサケーブルの外壁部の金属部材と電気的
に接続されたプロセッサコネクタの枠体の金属部材と、プロセッサのフレームグランドと
の間を交流的に接続する形態とすることができる。
【００２３】
　本形態によれば、内視鏡に対して静電気放電が生じた場合に、第１サージアブソーバだ
けでなく第２サージアブソーバが通電状態となるようにして、内視鏡の外壁部に配置され
た金属部材がプロセッサケーブル及びプロセッサコネクタの金属部材に電気的に接続させ
ることができる。プロセッサコネクタの枠体の金属部材は第２のコンデンサを通じてプロ
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セッサのフレームグランド（即ち、アース（大地））に交流的に接続されているため、内
視鏡の外壁部に配置された金属部材がプロセッサのフレームグランド（アース）に第２の
コンデンサを介して交流的に接続される。
【００２４】
　したがって、静電気放電が生じた場合に、その放電電流を内視鏡の外壁部の金属部材か
ら光源装置のフレームグランド（アース）にだけでなく、プロセッサのフレームグランド
（アース）に流すことができ、放電電流を更に効果的にアースに流すことができる。した
がって、放電電流が信号ケーブル等に流れて回路の誤動作や画像の劣化が生じるという事
態が防止される。また、高周波処置具等を使用した際の漏れ電流に対しては、第１サージ
アブソーバと同様に第２サージアブソーバも通電状態にならずに非導通状態に保持される
ようにすることができ、内視鏡の外壁部の金属部材に漏れ電流が流れることを防止するこ
とができる。したがって、患者等への安全性も確保されている。
【００２５】
　更に、第２のコンデンサは、交流に対してインピーダンスを下げて、プロセッサケーブ
ルの外壁部の金属部材やプロセッサコネクタの枠体の金属部材をアースに接続しているた
め、それらの金属部材がアンテナとなって電磁波の放射や電磁波の浸入が生じることを防
止することができる。したがって、電磁妨害（ＥＭＩ）や電磁感受性(ＥＭＳ)に関する性
能の向上が図られ、電磁両立性（ＥＭＣ）が向上する。
【００２６】
　なお、プロセッサのフレームグランドも光源装置と同様に通常ではアース（大地）に接
続されており、本明細書では、プロセッサのフレームグランドをアースと同等のものとし
て扱うこととする。
【００２７】
　本発明では、第２のコンデンサは、プロセッサが備え、プロセッサにおいて、プロセッ
サコネクタの枠体の金属部材と電気的に接続され、かつ、プロセッサのフレームグランド
と絶縁されて配置されたプロセッサコネクタ受けの金属部材と、プロセッサのフレームグ
ランドとが第２のコンデンサを介して接続された形態とすることができる。
【００２８】
　本形態は、プロセッサに第２のコンデンサを配置する構成の一形態である。
【００２９】
　本発明では、第２のコンデンサは、プロセッサコネクタが備え、プロセッサコネクタに
おいて、枠体が、プロセッサケーブルの外壁部の金属部材に電気的に接続された金属部材
を有する基端部と、プロセッサケーブルに対して基端部よりも遠方となる先端側に配置さ
れる先端部とからなり、プロセッサのフレームグランドと電気的に接続され、かつ、基端
部の金属部材と絶縁されて配置された先端部の金属部材と、基端部の金属部材とが第２の
コンデンサを介して接続された形態とすることができる。
【００３０】
　本形態は、プロセッサコネクタに第２のコンデンサを配置する構成の一形態である。こ
れによれば、内視鏡の種類又は個体ごとに最適な特性のコンデンサを第２のコンデンサと
して使用することができる。
【００３１】
　本発明では、内視鏡は、挿入部の先端部に配置され、固体撮像素子を含むセンサ回路を
実装したセンサ基板と、ライトガイドコネクタに配置され、センサ回路と信号ケーブルを
介して信号伝送可能に接続されてセンサ回路からビデオ信号が伝送されるスコープ回路を
実装したスコープ基板とを備え、プロセッサは、スコープ回路とプロセッサケーブルを介
して信号伝送可能に接続されてスコープ回路からビデオ信号が伝送される患者回路を実装
した患者基板と、患者基板とアイソレーション手段を介して信号伝送可能に接続されて患
者基板からビデオ信号が伝送されると共に、表示装置が接続される２次回路を実装した２
次基板とを備え、センサ基板の回路グランドとスコープ基板の回路グランドとが信号ケー
ブルのグランド線を介して接続され、スコープ基板の回路グランドと患者基板の回路グラ
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ンドとがプロセッサケーブルのグランド線を介して接続され、患者基板の回路グランドと
２次基板の回路グランドとが第３のコンデンサを介して接続され、２次基板の回路グラン
ドとプロセッサのフレームグランドとが電気的に接続され、信号ケーブルは、伝送線を被
覆する第１のシールド線を有し、第１のシールド線がセンサ基板及びスコープ基板の回路
グランドに接続された形態とすることができる。
【００３２】
　本形態によれば、内視鏡の信号ケーブルの第１のシールド線が第３のコンデンサを介し
てプロセッサのフレームグランド（アース）に交流的に接続される。したがって、内視鏡
の処置具チャンネルにＡＰＣのような高周波処置具等を挿通して使用した際に発生する交
流（高周波）のノイズを第１のシールド線からアースに流すことができ、信号ケーブルの
伝送線にノイズが混入することによる回路の誤動作や画質の劣化等を防止することができ
る。なお、第１のシールド線とは信号ケーブルが一重のシールド線のみの一重シールドの
場合にはその１つのシールド線を示す。
【００３３】
　また、センサ基板、スコープ基板、患者基板の回路グランドも第３のコンデンサを介し
てプロセッサのフレームグランド（アース）に交流的に接続されるため、回路で使用され
るクロック信号等によってそれらの基板や信号ケーブルから放射される電磁波を低減する
ことができ、また、外部からの電磁波の侵入を防止することができる。したがって、電磁
妨害（ＥＭＩ）や電磁感受性(ＥＭＳ)に関する性能の向上が図られ、電磁両立性（ＥＭＣ
）が向上する。
【００３４】
　本発明では、信号ケーブルは、第１のシールド線の外周部を被覆する第２のシールド線
を有し、第２のシールド線が、プロセッサケーブルの外壁部の金属部材に電気的に接続さ
れたプロセッサコネクタの枠体の金属部材に接続された形態とすることができる。
【００３５】
　本形態によれば、信号ケーブルが二重のシールド線を有する二重シールドの場合のそれ
ら２つのシールド線のうちの外側の第２のシールド線が、第２のコンデンサを介してプロ
セッサのフレームグランド（アース）に接続される。この場合、内視鏡の処置具チャンネ
ルにＡＰＣのような高周波処置具等を挿通して使用した際に発生する交流（高周波）のノ
イズを、第２のシールド線から第２のコンデンサを介してアースに流すことができる。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明によれば、ＥＭＣの向上を図り、特に内視鏡に対する静電気放電に対して患者等
への安全性を損なうことなく、回路の誤動作や画像の劣化を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明が適用される内視鏡システムの全体構成を示した外観構成図
【図２】内視鏡の先端面を示す正面図
【図３】本発明が適用される内視鏡システムの電気的構成を示した図
【図４】第１の実施の形態の内視鏡システムの回路グランドと回路以外の金属部材のアー
スへの接続構成を示した構成図
【図５】周波数（横軸）に対するコンデンサのインピーダンスの大きさ（縦軸）を例示し
たグラフ
【図６】第２の実施の形態の内視鏡システムの回路グランドと回路以外の金属部材のアー
スへの接続構成を示した構成図
【図７】第３の実施の形態の内視鏡システムの回路グランドと回路以外の金属部材のアー
スへの接続構成を示した構成図
【図８】第４の実施の形態の内視鏡システムの回路グランドと回路以外の金属部材のアー
スへの接続構成を示した構成図
【発明を実施するための形態】
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【００３８】
　以下、添付図面に従って本発明の好ましい実施の形態について詳説する。
【００３９】
　図１は本発明が適用される内視鏡システムの全体構成を示した外観図である。
【００４０】
　同図に示す内視鏡システム１は、患者の体腔内を観察し、また、体腔内に所定の処置を
施す際に使用されるシステムであり、施術者が把持して操作する内視鏡（電子内視鏡）１
０と、図示しないカート等の架台に各々載置される光源装置１２、プロセッサ１４、液晶
モニタ等の表示装置１６、及び、キーボードやマウス等の入力装置１８と、を備えて構成
されている。
【００４１】
　内視鏡１０は、患者の体腔内に口や鼻等から挿入可能な挿入部２０を備えると共に、挿
入部２０の先端部３０に、患部等の観察部位の被写体を結像して電気信号に変換する撮像
部を備えている。これによって、体腔内に挿入部２０を挿入して撮像部を体腔内に配置す
ることができ、体腔内の被写体像を示す電気信号を取得することができるようになってい
る。
【００４２】
　なお、撮像部によって動画像と静止画像のいずれでも取得することができるが、いずれ
の場合でも撮像部の光電変換により得られた被写体像の電気信号、又は、これに基づいて
生成された被写体像の電気信号をビデオ信号というものとする。
【００４３】
　また、内視鏡１０は、所望の内視鏡用処置具を処置具導入口６６から挿入して挿入部２
０の先端部３０から導出するための処置具挿通チャンネルを備えており、処置具挿通チャ
ンネルを通じて所望の内視鏡用処置具を患部近傍に配置し、処置具の種類に応じた処置を
施すことができるようになっている。内視鏡１０の構成については後述する。
【００４４】
　光源装置１２は、筐体８０に設けられたコネクタ受け８２に対して着脱可能な内視鏡１
０のライトガイドコネクタ（ＬＧコネクタ）７０が装着されることによって内視鏡１０が
光学的に接続されるようになっている。筐体８０の内部には照明光を生成する光源を備え
ており、その光源により生成された照明光が光源装置１２に光学的に接続された内視鏡１
０に供給されるようになっている。光源装置１２から内視鏡１０に供給された照明光は挿
入部２０の先端部３０に配置された照明部から出射され、撮像部によって撮像される観察
部位が照明光によって明るく照明されるようになっている。
【００４５】
　プロセッサ１４は、筐体８４に設けられたコネクタ受け８６に対して着脱可能な内視鏡
１０のプロセッサコネクタ７４が装着されることによって内視鏡１０が電気的（信号送受
信可能）に接続されるようになっている。筐体８４の内部にはプロセッサ１４に接続され
た機器との間での各種信号の入出力や各種信号処理を行う処理部を備えており、その処理
部によりプロセッサ１４に接続された内視鏡１０の撮像部の制御や撮像部により取得され
たビデオ信号の取込みとビデオ信号に対する各種信号処理が行われるようになっている。
【００４６】
　また、プロセッサ１４の処理部では、表示装置１６に表示させる画像の生成とその画像
の表示装置１６への出力制御が行われるようになっており、内視鏡１０から取り込まれた
ビデオ信号に基づいて表示用のビデオ信号が生成されて表示装置１６に出力され、表示装
置１６の画面に撮像部により撮像された被写体の画像（動画像又は静止画像）が表示され
るようになっている。また、各種操作を案内する操作案内画像等のプログラム生成された
画像のビデオ信号が表示装置１６に出力されて表示装置１６の画面に表示されるようにな
っている。
【００４７】
　更に、プロセッサ１４の処理部には、入力装置１８に対して施術者等が行った操作に基
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づく操作信号が入力されるようになっており、その入力された操作信号に基づいて処理部
での各種処理が実行されるようになっている。
【００４８】
　表示装置１６は、プロセッサ１４から入力されたビデオ信号を画像として画面に表示す
る。表示装置１６の画面には、例えば上述のように内視鏡１０の撮像部により撮像された
体腔内の被写体の画像が表示され、その表示によって施術者等が体腔内を観察することが
できるようになっている。表示装置１６としては図１のような液晶モニタに限らず画像を
画面表示することができる装置であればどのような形態のものであってもよい。
【００４９】
　入力装置１８は、施術者等の操作者によって行われた操作に対応した信号を操作信号と
してプロセッサ１４に与える。例えば、表示装置１６の画面に表示される操作案内画像等
を参照しながら操作者が所定の設定情報や指示情報を入力装置１８によりプロセッサ１４
に入力することできるようになっている。入力装置１８としては図１のようなキーボード
やマウスに限らず、必要な情報を入力することができる装置であればどのような形態のも
のであってもよい。
【００５０】
　次に内視鏡１０の構成について説明すると、内視鏡１０は、患者の口や鼻等から体腔内
に挿入可能な細長の挿入部２０と、挿入部２０の基端側に連設された操作部２２と、操作
部２２から延設されたユニバーサルケーブル２４と、ユニバーサルケーブル２４の端部に
設けられたコネクタ部２６とから構成されている。
【００５１】
　挿入部２０は、先端で管腔が閉塞された管状で細長の外壁部で全体が覆われており、先
端側から基端側（手元側）に向かって順に先端部３０、湾曲部３２、及び、軟性部３４に
より構成されている。
【００５２】
　先端部３０は、被写体を撮像する撮像部や被写体に照明光を出射する照明部等を搭載し
ており、図２に示すように先端部３０の前面、即ち、挿入部２０の先端面４０には、図２
に示すように観察窓４２、照明窓４４、４６、送気・送水口４８（送気・送水ノズル）、
及び、処置具導出口５０とが設けられている。
【００５３】
　観察窓４２は撮像部を構成する光学系の一部であり、観察窓４２の基端側には、その光
学系を構成する他の光学部品（レンズ等）と、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ（ＭＯＳ型）等の固体撮
像素子が配置されている。したがって、体腔内の患部等の被写体からの被写体光が観察窓
４２から入射して撮像部の光学系を通過する。そして、被写体光が光学系を通過すること
によって固体撮像素子の受光面に被写体像が結像され、その被写体像が固体撮像素子によ
りビデオ信号に変換されるようになっている。
【００５４】
　照明窓４４、４６は、照明部の構成要素であり、照明窓４４、４６の基端側には、光源
装置１２からライトガイドにより導かれた照明光を出射する光出射部が配置されている。
これによって、光出射部から出射された照明光が、照明窓４４、４６を介して観察部位の
被写体に照射され、撮像部で撮像する被写体が明るく照明されるようになっている。
【００５５】
　送気・送水口４８は、内視鏡１０の内部に挿通配置された送気・送水チャンネル（送気
・送水チューブ）に接続されており、ＬＧコネクタ７０に接続される不図示の送気・送水
装置から送気・送水チャンネルに供給された水（液体）や気体が送気・送水口４８から観
察窓等に向けて噴射され、観察窓４２の洗浄等を行うことができるようになっている。操
作部２２には、送気・送水ボタン６０が設けられており、その送気・送水ボタン６０を操
作することによって、送気・送水口４８からの送気のオン／オフと送水のオン／オフを行
うことができるようになっている。
【００５６】
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　処置具導出口５０は、挿入部２０の内部（管腔）に挿通配置された処置具チャンネル（
処置具挿通チューブ）の一方の端部に接続されており、処置具チャンネルの他方の端部が
接続された処置具導入口６６に連通されている。したがって、処置具導入口６６から所望
の処置具を挿入することによって、処置具チャンネルを介して挿入部２０の先端面４０の
処置具導出口５０からその処置具を導出させ、体腔内の患部等に処置具の種類に応じた処
置を施すことができるようになっている。なお、処置具導出口５０は、吸引口としても兼
用されており、不図示の吸引装置を操作部２２に接続し、操作部２２の吸引ボタン６２を
操作することによって、処置具導出口５０からの吸引のオン／オフを切替えることができ
るようになっている。
【００５７】
　以上の先端部３０の基端側に設けられる湾曲部３２は、その外壁部が、例えば、直列に
連設された複数の環状の湾曲駒（節輪）とその外周を被覆する可撓性を有する網状管（金
属細線を編組して形成された網状管）と更にその外周を被覆する外皮（合成樹脂等材等か
ら形成されるチューブ等）により構成されている。最も先端の湾曲駒には操作ワイヤの先
端が固設され、挿入部２０の内部に挿通配置されたその操作ワイヤを操作部２２のアング
ルノブ６４の操作によって押し引きすることで、湾曲部３２を能動的に所定の方向に湾曲
させることができるようになっている。これによって、先端部３０の先端面４０の向きを
変えて撮像部による観察方向を操作することができるようになっている。
【００５８】
　湾曲部３２の基端側に設けられる軟性部３４は、その外壁部が、例えば、可撓性を有す
る金属製の螺旋管とその外周を被覆する可撓性を有する網状管（金属細線を編組して形成
された網状管）と更にその外周を被覆する可撓性を有する外皮により構成され、湾曲部３
２から連続して管状に形成されると共に可撓性を有している。これによって、軟性部３４
の内部には、先端部３０の撮像部に接続される信号ケーブルや、上記のライトガイド、送
気・送水チューブ、及び処置具挿通チューブなどが先端部３０及び湾曲部３２の内部から
連通して挿通配備されると共に、体腔内への挿入経路の湾曲形状に応じて湾曲部３２が受
動的に湾曲するようになっている。
【００５９】
　操作部２２は、施術者が体腔外で各種操作を行う操作部材（後述）を備えており、上述
したように挿入部２０の先端面４０における送気・送水口４８からの送気のオン／オフと
送水のオン／オフを行う送気・送水ボタン６０、先端面４０における処置具導出口５０か
らの吸引のオン／オフを行う吸引ボタン、湾曲部３２の湾曲操作を行うアングルノブ６４
等を備えている。なお、先端部３０の撮像部による静止画の取り込みを指示する撮影ボタ
ン等も設けられている。
【００６０】
　ユニバーサルケーブル２４は、管状で細長の可撓性を有する外壁部で覆われており、そ
の外壁部の内側の管腔には、挿入部２０の内部及び操作部２２の内部の空洞部に挿通配置
された上記の信号ケーブル、ライトガイド、送気・送水チューブ等が挿通配置されている
。
【００６１】
　コネクタ部２６は、ユニバーサルケーブル２４の端部に連結されたＬＧコネクタ７０と
、ＬＧコネクタ７０から延設されたプロセッサケーブル７２と、そのプロセッサケーブル
７２の端部に設けられたプロセッサコネクタ７４とを備え、ＬＧコネクタ７０が光源装置
１２のコネクタ受け８２に着脱可能に装着され、プロセッサコネクタ７４がプロセッサ１
４のコネクタ受け８６に着脱可能に装着されるようになっている。
【００６２】
　後述のようにＬＧコネクタ７０の枠体内部には、スコープ回路を実装したスコープ基板
が搭載されており、挿入部２０の先端部３０における撮像部に接続された信号ケーブルは
そのスコープ基板に接続され、そのスコープ基板にプロセッサケーブル７２が接続される
ようになっている。これによって、撮像部は、ＬＧコネクタ７０内のスコープ基板を介し
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てプロセッサ１４に接続されるようになっている。なお、プロセッサケーブル７２はＬＧ
コネクタ７０に対して着脱可能にコネクタで接続されるものとすることができるが、本実
施の形態ではＬＧコネクタ７０に取り付けられているものとする。
【００６３】
　また、内視鏡１０の内部に挿通配置されたライトガイドは、ＬＧコネクタ７０により光
源装置１２に光学的に接続され、光源装置１２により生成された照明光がライトガイドに
供給されるようになっている。これによって、光源装置１２により生成された照明光がラ
イトガイドにより挿入部２０の先端部３０の照明部に伝送され、照明部からその照明光が
出射されるようになっている。
【００６４】
　さらに、内視鏡１０の内部に挿通配置された送気・送水チャンネル（送気・送水チュー
ブ）は、ＬＧコネクタ７０により不図示の送気・送水装置に接続され、送気・送水装置に
より供給された水（液体）や気体が送気・送水チャンネルに供給されるようになっている
。これによって、送気・送水装置により供給された水や気体が送気・送水チャンネルを通
じて挿入部２０の先端部３０の送気・送水口４８に送られ、送気・送水口４８から水や気
体が噴射されるようになっている。
【００６５】
　次に、上記内視鏡システム１の電気的構成について図３を用いて説明する。
【００６６】
　同図には、図１と同様に内視鏡１０のＬＧコネクタ７０が光源装置１２のコネクタ受け
８２に装着され、内視鏡１０のプロセッサコネクタ７４がプロセッサ１４のコネクタ受け
８６に装着されている状態が示されている。また、ＬＧコネクタ７０からユニバーサルケ
ーブル２４、操作部２２、及び、挿入部２０の内部を順に挿通して配置され、光源装置１
２の光源８３により生成された照明光を挿入部２０の先端部３０の照明部５８まで伝送し
て照明部５８から出射するライトガイド５６も示されている。
【００６７】
　この図に示すように上記内視鏡システム１は、内視鏡１０の挿入部２０の先端部３０に
搭載されたセンサ回路５４と、内視鏡のＬＧコネクタ７０に搭載されたスコープ回路７６
と、プロセッサ１４に搭載された患者回路９０及び２次回路９２を備えている。センサ回
路５４とスコープ回路７６とは、内視鏡１０内に挿通配置された信号ケーブル１０８を介
して接続され、スコープ回路７６と患者回路９０とは、ＬＧコネクタ７０から延設された
プロセッサケーブル７２を介して接続され、患者回路９０と２次回路９２とは、アイソレ
ーションデバイス９４（フォトカプラ、パルストランス等）を介して絶縁された状態で信
号伝送及び電力伝送可能に接続されている。
【００６８】
　センサ回路５４は、撮像部を構成する固体撮像素子５２やその周辺回路を実装しており
、固体撮像素子５２によって体腔内の被写体を撮像して得られたビデオ信号が信号ケーブ
ル１０８に内包される伝送線１０９に送出されるようになっている。なお、伝送線１０９
は後述のグランド線を含む複数本の伝送線を１本で示したものである。
【００６９】
　スコープ回路７６は、信号ケーブル１０８の伝送線１０９により伝送されたビデオ信号
を取得して、内視鏡１０の種類によって異なるセンサ回路５４からのビデオ信号をプロセ
ッサ１４で取得可能な共通形式のビデオ信号に変換する処理や、ビデオ信号に対して基本
的な信号処理を施す前処理回路を有している。前処理回路で行う信号処理として、例えば
、相関二重サンプリング処理、自動ゲイン処理、Ａ／Ｄ変換処理などがある。この前処理
回路によって信号処理が施されたビデオ信号は、患者回路９０との間を接続するプロセッ
サケーブル７２の伝送線７３に送出される。なお、伝送線７３は後述のグランド線を含む
複数本の伝送線を１本で示したものである。
【００７０】
　また、スコープ回路７６は、センサ回路５４の固体撮像素子５２を駆動する駆動信号（
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クロック信号等）や電力を信号ケーブル１０８の伝送線１０９を介してセンサ回路５４に
与える駆動回路なども有している。
【００７１】
　患者回路９０は、プロセッサケーブル７２の伝送線７３により伝送されたビデオ信号を
取得して、そのビデオ信号に対して画質補正ための信号処理を行う後処理回路を有してい
る。後処理回路で行う信号処理として例えば、ホワイトバランス調整、ガンマ補正、ゲイ
ン補正などがある。この後処理回路によって信号処理が施されたビデオ信号は、アイソレ
ーションデバイス９４を介して２次回路９２に伝送される。
【００７２】
　また、患者回路９０は、センサ回路５４やスコープ回路７６を駆動するための電力やそ
れらの回路動作を制御するための制御信号をプロセッサケーブル７２の伝送線７３を介し
てスコープ回路７６に与える駆動回路なども有している。
【００７３】
　２次回路９２は、アイソレーションデバイス９４を介して患者回路９０から伝送された
ビデオ信号を取得して、そのビデオ信号の映像を２次回路９２に接続された表示装置１６
の画面に表示させるためのビデオ信号の生成や出力を行う表示制御回路を有している。こ
れによって、撮像部によって撮像された体腔内の被写体の画像が表示装置１６の画面に表
示されるようになっている。
【００７４】
　また、２次回路９２は、表示装置１６に表示する操作案内画像等の生成や、２次回路９
２に接続された入力装置１８からの操作信号等に基いて患者回路９０に対して各種指示を
行う制御信号をアイソレーションデバイス９４を介して患者回路９０に与える処理回路な
ども有している。
【００７５】
　なお、センサ回路５４、スコープ回路、患者回路９０、及び、２次回路９２において行
われる処理内容についての上記説明は一例であって、本発明は、各回路における処理内容
がどのようなものであっても適用できる。
【００７６】
　次に、上記内視鏡システム１の電磁両立性（EMC: Electromagnetic Compatibility）を
向上を図るための構成について説明する。
【００７７】
　まず、図３において、センサ回路５４とスコープ回路７６とを接続する信号ケーブル１
０８には、複数の伝送線（各伝送線は導体（芯線）を絶縁体で被覆したもの）を束ねてそ
の周りをシールド線により被覆した多芯ケーブルが使用されており、各伝送線の一方の端
部がセンサ回路５４を実装した回路基板（後述のセンサ基板１００）の対応する接続端子
に接続され、各伝送線の他方の端部がスコープ回路７６を実装した回路基板（後述のスコ
ープ基板１０２）の対応する接続端子に接続されている。
【００７８】
　このような信号ケーブル１０８として、シールド線が一重のもの（一重シールドの信号
ケーブル）と、内側のシールド線とその外周側のシールド線とでシールド線が二重となっ
ているもの（二重シールドの信号ケーブル）とが使用される場合がある。二重シールドの
信号ケーブルを使用した場合には一重シールドの信号ケーブルを使用した場合よりもノイ
ズの混入を少なくすることができる一方で、信号ケーブルの外径が太くなる。そのため、
挿入部２０の太さ等に応じて一重シールドの信号ケーブルと二重シールドの信号ケーブル
とが使い分けられている。
【００７９】
　まず、信号ケーブル１０８として一重シールドのものが使用されている内視鏡１０を用
いた内視鏡システム１の第１の実施の形態について説明する。
【００８０】
　図４は、第１の実施の形態の内視鏡システム１の回路グランド（シグナルグランド）と
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回路以外の金属部材のアースへの接続構成を示した構成図である。
【００８１】
　同図において、挿入部２０の先端部３０に配置されたセンサ基板１００、ＬＧコネクタ
７０に配置されたスコープ基板１０２、プロセッサ１４に配置された患者基板１０４及び
２次基板１０６は各々、図３におけるセンサ回路５４、スコープ回路７６、患者回路９０
、２次回路９２を実装した回路基板を示している。
【００８２】
　同図に示すように、各々の回路基板上に実装した回路の基準電位となる回路グランドに
関して、センサ基板１００の回路グランドは、信号ケーブル１０８の１つの伝送線である
グランド線１１０によりスコープ基板１０２の回路グランドに接続されている。これによ
って、センサ基板１００の回路グランドとスコープ基板１０２の回路グランドとが電気的
（直流的及び交流的）に接続（短絡）されている。
【００８３】
　また、信号ケーブル１０８の一重のシールド線１１２も信号ケーブル１０８の両端部に
おいてグランド線１１０に接続されており、センサ基板１００及びスコープ基板１０２の
回路クランドに電気的に接続（短絡）されている。
【００８４】
　スコープ基板１０２の回路グランドは、プロセッサケーブル７２の１つの伝送線である
グランド線１３０により患者基板１０４の回路グランドに接続されている。これによって
、スコープ基板１０２の回路グランドと患者基板１０４の回路グランドとが電気的に接続
（短絡）されている。なお、プロセッサケーブル７２も信号ケーブル１０８と同様に複数
の伝送線を内包する多芯ケーブルの構成となっている。
【００８５】
　患者基板１０４の回路グランドは、２次基板１０６の回路グランドに対して導体で接続
されずに絶縁（非短絡）されているが、コンデンサＣ３（第３のコンデンサ）を介して接
続されている。これによって、患者基板１０４の回路グランドと２次基板１０６の回路グ
ランドとが交流的にのみ接続されている。
【００８６】
　２次基板１０６の回路グランドは、フレームグランドとなるプロセッサ１４の金属（導
体）の筐体８４に電気的に接続（短絡）され、その筐体８４（フレームグランド）はアー
ス（大地）に電気的に接続（短絡）されている。
【００８７】
　したがって、内視鏡１０全体とプロセッサ１４の患者基板１０４とからなる内視鏡装着
部に配置された回路の回路グランド及び信号ケーブル１０８のシールド線１１２は、２次
基板１０６の回路グランド、プロセッサ１４のフレームグランド（筐体８４）、及び、ア
ースに対して、直流的に絶縁されているが、コンデンサＣ３を介して交流的に接続されて
いる。
【００８８】
　なお、筐体８４全体が金属部材で構成されてフレームグランドとなる場合に限らず、筐
体８４が部分的に金属部材で構成され、その金属部材をフレームグランドとする場合や、
筐体８４とは別に内蔵した金属部材をフレームグランドとする場合であってもよく、その
場合には、それらのフレームグランドとなる金属部材に２次基板１０６の回路グランドが
接続（短絡）されるものとする。
【００８９】
　内視鏡１０の挿入部２０の外壁部に配置される金属体（金属部材）１１４は、図１に示
した先端部３０、湾曲部３２、軟性部３４の各々の外壁部に含まれる網状管、湾曲駒、螺
旋管等の金属部材を含む。それらの挿入部２０の外壁部に配置される金属部材は電気的に
接続（短絡）されており、図４では一体の金属体１１４として示されている。なお、回路
（回路を構成する金属部材）以外の金属部材であって、外壁部に配置されていない金属部
材も金属体１１４に接続（短絡）されていてもよい。



(15) JP 2014-54318 A 2014.3.27

10

20

30

40

50

【００９０】
　その金属体１１４は、操作部２２の外壁部に配置される金属体（枠体等の金属部材）１
１６に電気的に接続（短絡）されている。操作部２２の金属体１１６は、ユニバーサルケ
ーブル２４の外壁部に配置される金属体(金属部材)１１８の基端部に電気的に接続（短絡
）されている。なお、操作部２２の外壁部に配置されていない回路以外の金属部材も金属
体１１６に接続（短絡）されていてもよい。
【００９１】
　ユニバーサルケーブル２４の金属体１１８は、ＬＧコネクタ７０の外壁部を構成する枠
体１２１の金属の基端部１２４に電気的に接続（短絡）されている。
【００９２】
　ＬＧコネクタ７０の枠体１２１は、スコープ基板１０２等の内蔵物を収容しており、そ
の枠体１２１は、ユニバーサルケーブル２４に連設された金属の基端部１２４と、ユニバ
ーサルケーブル２４に対して基端部１２４よりも遠方となる先端側に配置される金属の先
端部１２２と、先端部１２２と基端部１２４との間に配置される第１サージアブソーバ１
２６と構成されている。
【００９３】
　第１サージアブソーバ１２６は先端部１２２と基端部１２４との電圧差（電位差）が所
定の閾値以下の状態では電気を導通しない非通電状態となり、先端部１２２と基端部１２
４とを絶縁した状態に保つ。一方、先端部１２２と基端部１２４との電圧差（電位差）が
上記閾値よりも大きい状態になると、電気を導通する通電状態に切り替わり、先端部１２
２と基端部１２４とを電気的に接続（短絡）した状態に切り替える。たとえば、その閾値
として１ｋＶのものが使用される。
【００９４】
　また、ＬＧコネクタ７０の基端部１２４には、ＬＧコネクタ７０の基端部１２４から延
設されるプロセッサケーブル７２の外壁部に配置されている金属体１３２（シールド線等
の金属部材）との間となる位置に第１サージアブソーバ１２６と同様の第２サージアブソ
ーバ１２８が介在されており、ＬＧコネクタ７０の基端部１２４とプロセッサケーブル７
２の金属体１３２との電圧差（電位差）に応じてそれらを絶縁した状態と電気的に接続（
短絡）した状態に切り替えるようになっている。
【００９５】
　ＬＧコネクタ７０の先端部１２２は、光源装置１２のコネクタ受け８２に装着されるこ
とによってコネクタ受け８２（金属の枠体）に電気的に接続される。コネクタ受け８２は
、フレームグランドとなる光源装置１２の金属の筐体８０に対して絶縁（非短絡）されて
いるが、コンデンサＣ１（第１のコンデンサ）を介して交流的に接続されている。筐体８
０（フレームグランド）はアース（大地）に電気的に接続（短絡）されている。
【００９６】
　これによって、ＬＧコネクタ７０の先端部１２２と光源装置１２のフレームグランド（
筐体８０）及びアースとが、コンデンサＣ１を介して交流的にのみ接続されている。
【００９７】
　なお、ＬＧコネクタ７０の先端部１２２、基端部１２４、コネクタ受け８２は、それら
全体が金属部材で構成されている場合に限らず、部分的に金属部材で構成されている場合
であってもよく、両方の場合を考慮すると、ユニバーサルケーブル２４の金属体１１８に
基端部１２４の金属部材が電気的に接続（短絡）され、基端部１２４の金属部材に第１サ
ージアブソーバ１２６を介して先端部１２２の金属部材が接続されると共に第２サージア
ブソーバ１２８を介してプロセッサケーブル７２の金属体１３２が接続された構成という
ことができる。また、先端部１２２の金属部材にコネクタ受け８２の金属部材が電気的に
接続（短絡）され、コネクタ受け８２の金属部材がコンデンサＣ１を介して光源装置１２
のフレームグランドに接続された構成ということができる。
【００９８】
　また、プロセッサ１４と同様に光源装置１２の筐体８０全体が金属部材で構成されてフ
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レームグランドとなる場合に限らず、筐体８０が部分的に金属部材で構成され、その金属
部材をフレームグランドとする場合や、筐体８０とは別に内蔵した金属部材をフレームグ
ランドとする場合であってもよく、その場合には、それらのフレームグランドとなる金属
部材にコネクタ受け８２の金属部材がコンデンサＣ１を介して接続（短絡）されるものと
する。
【００９９】
　プロセッサケーブル７２の金属体１３２は、プロセッサコネクタ７４の外壁部を構成す
る金属の枠体１３４に電気的に接続（短絡）され、そのプロセッサコネクタ７４の枠体１
３４は、プロセッサ１４のコネクタ受け８６に装着されることによってコネクタ受け８６
（金属の枠体）に電気的に接続（短絡）される。
【０１００】
　コネクタ受け８６は、フレームグランドとなるプロセッサ１４の金属の筐体８４（フレ
ームグランド）に対して絶縁（非短絡）されているが、コンデンサＣ２（第２のコンデン
サ）を介して交流的に接続されている。プロセッサ１４の筐体８４（フレームグランド）
は上述のようにアース（大地）に電気的に接続（短絡）されている。
【０１０１】
　これによって、プロセッサケーブル７２の金属体１３２、プロセッサコネクタ７４の枠
体１３４、及び、プロセッサ１４のコネクタ受け８６と、プロセッサ１４のフレームグラ
ンド（筐体８４）及びアースとが、コンデンサＣ２を介して交流的にのみ接続されている
。
【０１０２】
　なお、プロセッサコネクタ７４の枠体１３４、コネクタ受け８６は、それら全体が金属
部材で構成されている場合に限らず、部分的に金属部材で構成されている場合であっても
よく、両方の場合を考慮すると、プロセッサケーブル７２の金属体１３２に枠体１３４の
金属部分が電気的に接続（短絡）され、枠体１３４の金属部材にコネクタ受け８６の金属
部材が接続され、コネクタ受け８６の金属部材にコンデンサＣ２を介してプロセッサ１４
のフレームグランドが接続された構成ということができる。
【０１０３】
　以上のことから、内視鏡１０全体及び患者基板１０４とからなる内視鏡装着部に配置さ
れた回路以外の金属部材（主として内視鏡１０の外壁部に配置された金属部材）は、光源
装置１２のフレームグランド（筐体８０）、プロセッサ１４のフレームグランド（筐体８
４）、及び、アースとは、直流的に絶縁されているが、コンデンサＣ１又はＣ２を介して
交流的に接続されている。また、ＬＧコネクタ７０の枠体１２１の基端部１２４は、第１
サージアブソーバ１２６及び第２サージアブソーバ１２８が通電状態となるような電圧が
印加されない限りは、光源装置１２のフレームグランド（筐体８０）、プロセッサ１４の
フレームグランド（筐体８４）、及び、アースとは交流的にも絶縁されている。
【０１０４】
　以上の第１の実施の形態の構成によれば、内視鏡１０全体及び患者基板１０４とからな
る内視鏡装着部の回路及び回路以外の金属部材（主として内視鏡１０の外壁部に配置され
た金属部材）はいずれもフレームグランド、アース、及び、２次基板１０６とは直流的に
絶縁されている。
【０１０５】
　したがって、光源装置１２、プロセッサ１４、表示装置１６等の周辺機器、処置具チャ
ンネルを挿通させた処置具において回路部品の故障等によって漏れ電流が生じた場合であ
っても、内視鏡装着部の回路グランドや金属部材に直流の漏れ電流が流れることがない。
【０１０６】
　また、第１サージアブソーバ１２６及び第２サージアブソーバ１２８は、漏れ電流の電
圧に対しては非導通状態を維持するため、内視鏡装着部の金属部材に交流の漏れ電流が流
れることもない。これにより、患者の安全が確保されている。特に、処置具チャンネルに
ＡＰＣ（Argon-Plasma Coaglation：アルゴンプラズマコアギュレーション）のような高
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周波処置具を挿入して使用している際に、高周波処置具から挿入部２０の金属部材に直流
及び交流の漏れ電流が流れるという事態が確実に防止されるようになっている。
【０１０７】
　一方、処置具チャンネルにＡＰＣのような高周波処置具を挿通させて使用する場合に交
流のノイズが信号ケーブル１０８等からビデオ信号に混入し、撮像部によって撮像した映
像の画質の劣化等を招くおそれがある。
【０１０８】
　このようなノイズに対しては、コンデンサＣ３をそのノイズの周波数で低インピーダン
スとなるような特性のコンデンサとすることによって、挿入部２０の信号ケーブル１０８
のシールド線１１２等から内視鏡装着部の回路グランド及びコンデンサＣ３を通じて２次
基板１０６に接続されたアースに流すことができるため、ビデオ信号へのノイズの混入を
防止することができ、回路の誤動作や画質の劣化を防止することができる。
【０１０９】
　特に、このような高周波処置具のノイズは、ＬＧコネクタ７０の第１サージアブソーバ
１２６及び第２サージアブソーバ１２８を通電状態にする程には電圧が高くないため、内
視鏡装着部の金属部材を通じてはアースに流れず、その分、高周波処置具と信号ケーブル
１０８のシールド線１１２とのノイズ結合が大きくなる。これに対して、シールド線１１
２に混入するノイズは、上記のようにコンデンサＣ３を介して大地に流すことができるた
め、ビデオ信号へのノイズの混入を防止することができ、回路の誤動作や画質の劣化を好
適に低減することができる。
【０１１０】
　また、内視鏡システム１の電磁両立性（ＥＭＣ）に関する検査では、静電気放電に関す
るイミュニティ試験が行われる。その試験で行われるように、主に内視鏡１０と他の物体
との間で静電気放電が生じた場合、それによる電流は内視鏡１０の外壁部の金属部材に流
れる。一般に静電気放電により生じる電圧は高いため、ＬＧコネクタ７０の第１サージア
ブソーバ１２６及び第２サージアブソーバ１２８が通電状態となる。
【０１１１】
　したがって、コンデンサＣ１及びコンデンサＣ２を、静電気放電によって生じる電流の
周波数で低インピーダンスとなるような特性のコンデンサとすることによって、静電気放
電により生じた電流をコンデンサＣ１及びＣ２を通じてアースに流すことができるため、
患者の安全を確保することができ、かつ、ビデオ信号等へのノイズの混入を防止して、回
路の誤動作や画質の劣化を防止することができる。
【０１１２】
　また、内視鏡システム１のＥＭＣに関する検査では、放射電磁界に関するイミュニティ
試験が行われる。その試験で行われるように、内視鏡１０に外部から電磁波が照射された
場合、コンデンサＣ３をその電磁波の周波数で低インピーダンスとなるような特性のコン
デンサとすることによって、内視鏡１０の挿入部２０に照射された電磁波によって生じる
電流を、信号ケーブル１０８のシールド線１１２から回路グランド及びコンデンサＣ３を
介してアースに流してエネルギーを消失させることができる。また、コンデンサＣ２を電
磁波の周波数で低インピーダンスとなるような特性のコンデンサとしておくことによって
、内視鏡１０のプロセッサケーブル７２に照射された電磁波によって生じる電流を、プロ
セッサケーブル７２の金属体１３２（シールド線）からコンデンサＣ２を介してアースに
流してエネルギーを消失させることができる。したがって、放射電磁界による回路の誤動
作やビデオ信号へのノイズの混入を防止することができる。
【０１１３】
　また、内視鏡システム１のＥＭＣに関する検査では、雑音電界強度に関するエミッショ
ン試験が行われる。その試験によって測定されるように内視鏡１０から放射される電磁波
は、主として内視鏡１０内の回路で使用されるクロック信号（ビデオ信号に含まれる水平
同期信号などのクロック信号等）に起因し、そのクロック信号の周波数（クロック周波数
）の逓倍となる周波数の電磁波が信号ケーブル１０８やスコープ基板１０２から放射され
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易い。
【０１１４】
　これに対して、内視鏡装着部の回路グランドをコンデンサＣ３を介してプロセッサ１４
のフレームグランド（アース）に接続しているため、コンデンサＣ３を、そのクロック周
波数の逓倍となる周波数に対して低インピーダンスとなるような特性のコンデンサとして
おくことによって、クロック周波数の逓倍となる周波数に対して回路グランドをアースに
接地した状態とすることができ、信号ケーブル１０８やスコープ基板１０２等からの電磁
波の放射を低減することができる。
【０１１５】
　また、プロセッサケーブル７２の金属体１３２及びプロセッサコネクタ７４の枠体１３
４をコンデンサＣ２を介してアースに接地しているため、コンデンサＣ２もクロック周波
数の逓倍となる周波数に対して低インピーダンスとなるような特性のコンデンサとしてお
くことによって、それらの金属体１３２、枠体１３４がアンテナとなって電磁波を放射す
ることを低減することができる。
【０１１６】
　続いて、各コンデンサＣ１～Ｃ３の特性について説明する。
【０１１７】
　コンデンサＣ１～Ｃ３は、内視鏡装着部を直流的にアース（フレームグランド）から絶
縁し、一定の耐電圧を保つようにする必要があるため、高耐圧のコンデンサであることが
望ましい。具体的には、少なくとも４ｋＶの耐圧を有することが望まれる。
【０１１８】
　一方、コンデンサＣ１～Ｃ３は、上述の説明から以下の（ａ）～（ｄ）のうちのいずれ
か１又は複数の作用を有するコンデンサとすることが可能である。
（ａ）ＡＰＣ等の高周波処置具からのノイズの周波数に対して内視鏡装着部の回路グラン
ドを低インピーダンスでアースに接続する作用
（ｂ）静電気放電による電流の周波数に対して内視鏡装着部の金属部材を低インピーダン
スでアースに接続する作用
（ｃ）外部から照射された電磁波の周波数に対して内視鏡装着部の回路グランドと、プロ
セッサケーブル７２及びプロセッサコネクタ７４の金属部材を低インピーダンスでアース
に接続する作用
（ｄ）内視鏡装着部の回路で使用されるクロック信号により放射される電磁波の周波数に
対して内視鏡装着部の回路グランドと、プロセッサケーブル７２及びプロセッサコネクタ
７４の金属部材を低インピーダンスでアースに接続する作用
　ここで、各作用（ａ）～（ｄ）において対象とする周波数を対象周波数と称し、各々、
ｆａ（角周波数ωａ＝２π・ｆａ）、ｆｂ（角周波数ωａ＝２π・ｆｂ）、ｆｃ（角周波
数ωｃ＝２π・ｆｃ）、ｆｄ（角周波数ωｄ＝２π・ｆｄ）で表すものとすると、
　作用（ａ）の対象周波数ｆａは、高周波処置具としてビデオ信号にノイズが混入しやす
いＡＰＣを使用している際の２５ＭＨｚ前後の周波数とすることが望ましい。
【０１１９】
　作用（ｂ）の対象周波数ｆｂは、３００ＭＨｚ（又はその近傍の周波数）とすることが
望ましい。
【０１２０】
　作用（ｃ）の対象周波数ｆｃは、内視鏡１０に外部から照射する電磁波の周波数を変え
て実測したビデオ信号にノイズが乗りやすい周波数（１又は複数の異なる周波数）とする
ことが望ましい。
【０１２１】
　作用（ｄ）の対象周波数ｆｄは、一例として１００～２３０ＭＨｚ（１００ＭＨｚ以上
、かつ、２３０ＭＨｚ以下）の周波数とすることが望ましい。内視鏡装着部における画像
処理回路の動作周波数を例えば１００ＭＨｚ、全体を制御するＣＰＵを例えば１３３ＭＨ
ｚとすると、これらの周波数や逓倍となる周波数の電磁波が放射されやすい。このような
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状況において、特に１００～２３０ＭＨｚの周波数では雑音電界強度が許容範囲外となり
やすいため、対象周波数ｆｄを１００～２３０ＭＨｚとすることが望ましい。
【０１２２】
　各コンデンサＣ１、Ｃ２、Ｃ３のインピーダンスは、それらに与えられる交流（交流電
圧又は交流電流）の周波数ｆ（角周波数ω：ω＝２πｆ）によって変化し、各々、Ｚ１、
Ｚ２、Ｚ３で表すものとし、それらの大きさ（絶対値）を、｜Ｚ１｜、｜Ｚ２｜、｜Ｚ３
｜で表すものとする。そして、各作用（ａ）～（ｄ）において、それらが低インピーダン
ス（回路グランドや金属部材をアースに短絡している）とみなせるのは、それらのインピ
ーダンスの大きさ｜Ｚ１｜、｜Ｚ２｜、｜Ｚ３｜が所定の閾値Ｚ０以下の値を示すときで
あるものとする。閾値Ｚ０として例えば１０Ωとすることが望ましいが、かならずしもこ
れに限らない。
【０１２３】
　コンデンサＣ１は、上述したように上記作用（ａ）～（ｄ）のうちの作用（ｂ）を有す
るコンデンサとすることができる。その場合に、コンデンサＣ１として、対象周波数ｆｂ
に対して低インピーダンスとなるように、そのインピーダンスＺ１の大きさ｜Ｚ１｜が、
対象周波数ｆｂの周波数に対して｜Ｚ１｜≦Ｚ０となる特性のコンデンサを選定すればよ
い。
【０１２４】
　コンデンサＣ２は、上記作用（ａ）～（ｄ）のうちの作用（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）を有
するコンデンサとすることができる。その場合に、コンデンサＣ２として、対象周波数ｆ
ｂ、ｆｃ、及び、ｆｄの全てに対して低インピーダンスとなるように、そのインピーダン
スＺ２の大きさ｜Ｚ２｜が、対象周波数ｆｂ、ｆｃ、及び、ｆｄの全てに対して｜Ｚ２｜
≦Ｚ０となる特性のコンデンサを選定すればよい。ただし、コンデンサＣ２によって作用
（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）の全ての作用が得られるようにするように必要はなく、それらの
うちのいずれか１又は複数の作用が得られるようにしてもよい。例えば、作用（ｂ）は、
コンデンサＣ１によっても得ることができるため、コンデンサＣ２は、作用（ｃ）、（ｄ
）のみを有するものとし、コンデンサＣ２として、インピーダンスＺ２の大きさ｜Ｚ２｜
が、対象周波数ｆｃ、及び、ｆｄに対して｜Ｚ２｜≦Ｚ０となる特性のコンデンサを選定
してもよい。
【０１２５】
　コンデンサＣ３は、上記作用（ａ）～（ｄ）のうちの作用（ａ）、（ｃ）、（ｄ）を有
するコンデンサとすることができる。その場合に、コンデンサＣ３として、対象周波数ｆ
ａ、ｆｃ、及び、ｆｄの全てに対して低インピーダンスとなるように、そのインピーダン
スＺ３の大きさ｜Ｚ３｜が、対象周波数ｆａ、ｆｃ、及び、ｆｄの全てに対して｜Ｚ３｜
≦Ｚ０となる特性のコンデンサを選定すればよい。なお、コンデンサＣ２と同様にコンデ
ンサＣ３によって作用（ａ）、（ｃ）、（ｄ）の全ての作用が得られるようにする必要は
なく、それらのうちのいずれか１又は複数の作用が得られるようにしてもよい。
【０１２６】
　ここで、一般にコンデンサのインピーダンスＺは、静電容量成分（キャパシタンス成分
）だけでなく、インダクタンス成分と抵抗成分を含んでおり、キャパシタンスをＣ（単位
：Ｆ（ファラッド））、インダクタンスをＬ（単位：Ｈ（ヘンリー））、抵抗をＲ（単位
：Ω（オーム））とし、交流の角周波数（２πｆ：ｆは周波数）をω、虚数単位をｊとす
ると、コンデンサのインピーダンスＺは、次式（１）で表される。
【０１２７】
　Ｚ＝Ｒ＋ｊωＬ＋１／（ｊωＣ）　・・・（１）
　そして、インピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜は、次式（２）で表される。
【０１２８】
　｜Ｚ｜＝［Ｒ２＋｛ωＬ－１／（ωＣ）｝２］（１／２）　・・・（２）
　このインピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜を縦軸、角周波数ω（周波数ｆ）を横軸として周
波数特性曲線の概略をグラフで表すと、図５のようになる。このグラフに示すように、角
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周波数ωが、次式（２）の角周波数ω０（周波数ｆ０）、
　ω＝ω０＝２π・ｆ０＝１／（ＬＣ）（１／２）　・・・（２）
となるときにインピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜が最小値Ｒとなり、角周波数ωがその角周
波数ω０（周波数ｆ０：ω０＝２π・ｆ０）よりも大きくなるほど、また、小さくなるほ
ど、｜Ｚ｜が増大する傾向を示す。
【０１２９】
　所定の対象周波数ｆｓ（角周波数ωｓ：ωｓ＝２π・ｆｓ）において低インピーダンス
となるような特性のコンデンサを使用する場合、その選定条件としては、その対象周波数
ｆｓにおいて、インピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜が閾値Ｚ０以下になること、すなわち、
次式（３）、
　｜Ｚ｜≦Ｚ０　・・・（３）
を満たすことが選定条件となる。この選定条件を満たす特性のコンデンサであれば、対象
周波数ｆｓにおいて低インピーダンスとなる特性のコンデンサとして使用することができ
る。一方、このような選定条件を満たす特性のコンデンサのうち、特に、対象周波数ｆｓ
（角周波数ωｓ）が上式（２）の周波数ｆ０（角周波数ω０）と一致し、対象周波数ｆｓ
においてインピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜が最小値Ｒとなるような特性のコンデンサを選
定して使用すると、対象周波数ｆｓに対するコンデンサのインピーダンスを他の周波数よ
りも小さくすることができるため、望まない周波数に対してもコンデンサを低インピーダ
ンスにしてしまうことがないため好適である。
【０１３０】
　また、対象周波数ｆｓは、特定値の周波数だけでなく、その周辺の周波数も含む帯域幅
を有する周波数、例えば、作用（ｄ）のように最小周波数ｆｓ１（Ｈｚ）～最大周波数ｆ
ｓ２（Ｈｚ）の周波数帯域内の全ての周波数とする場合が考えられる。その場合には、対
象周波数ｆｓとする周波数帯域内の全て周波数に対して低インピーダンスとなる特性のコ
ンデンサを選定する。
【０１３１】
　即ち、対象周波数ｆｓとする周波数帯域内の全ての周波数に対して、上記条件式（３）
を満たす特性のコンデンサを選定すればよい。より具体的には、対象周波数ｆｓとする周
波数帯域内の周波数のうち、最小周波数ｆｓ１と最大周波数ｆｓ２の両方に対して、上記
条件式（３）を満たす特性のコンデンサを選定すればよい。特に、このような選定条件を
満たすコンデンサのうち、対象周波数ｆｓとする周波数帯域内の全ての周波数のうち、い
ずれかの周波数が上式（２）の周波数ｆ０（角周波数ω０）と一致するような特性のコン
デンサ、別言すると、上式（２）の周波数ｆ０が対象周波数ｆｓとする周波数帯域内に含
まれる特性のコンデンサを選定して使用すると好適である。
【０１３２】
　なお、対象周波数ｆｓとして周波数帯域の範囲を明確にする値がなく、特定値の周波数
とその周辺の周波数帯域の周波数を対象周波数ｆｓとするような場合であっても、その特
定値の周波数に対して上記条件式（３）を満たす特性のコンデンサを選定すれば、その周
辺の周波数に対してもインピーダンスＺの大きさ｜Ｚ｜が閾値Ｚ０以下の値又は閾値Ｚ０
付近の値となるため、必然的にその周辺の周波数に対しても低インピーダンスとなる特性
のコンデンサを選定したものとすることができる。
【０１３３】
　また、対象周波数ｆｓは、１つの特定値の周波数、又は、１つの連続する周波数からな
る周波数帯域の周波数とするだけでなく、上記作用（ａ）～（ｄ）のうちの複数の作用を
有するコンデンサを選定する場合のように（複数の作用を有するコンデンサＣ２、Ｃ３と
して適切なコンデンサを選定する場合に相当）、離散的な複数の異なる特定値の周波数、
複数の異なる周波数帯域内の周波数、又は、それらの組み合わせとする場合が考えられる
。即ち、対象周波数ｆｓが複数の異なる対象周波数ｆｓ１、ｆｓ２、・・・を含む場合が
考えられる。その場合には、対象周波数ｆｓとした周波数のうちの任意（全て）の周波数
に対して（全ての対象周波数ｆｓ１、ｆｓ２、・・・に対して）低インピーダンスとなる
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特性のコンデンサを選定すればよい。
【０１３４】
　即ち、対象周波数ｆｓに含まれる周波数のうちの任意（全て）の周波数に対して、上記
条件式（３）を満たす特性のコンデンサを選定すればよい。より具体的には、対象周波数
ｆｓとする周波数のうち、最小の周波数と最大の周波数の両方に対して、上記条件式（３
）を満たす特性のコンデンサを選定すればよい。特に、このような選定条件を満たすコン
デンサのうち、対象周波数ｆｓとする周波数のうちの最小の周波数から最大の周波数まで
の連続する周波数の範囲のいずれかの周波数が上式（２）の周波数ｆ０（角周波数ω０）
と一致するような特性のコンデンサ、別言すると、上式（２）の周波数ｆ０が対象周波数
ｆｓとする周波数のうちの最小の周波数から最大の周波数までの範囲内に含まれる特性の
コンデンサを選定して使用すると好適である。
【０１３５】
　また、このように対象周波数ｆｓが複数の異なる対象周波数ｆｓ１、ｆｓ２、・・・を
含む場合に、それらの全ての対象周波数ｆｓ１、ｆｓ２、・・・に対して低インピーダン
スとなる特性のコンデンサとして、１つの素子のコンデンサではなく、複数素子のコンデ
ンサを並列に接続したものとすることもできる。この場合、各対象周波数ｆｓ１、ｆｓ２
、・・・に対して低インピーダンスとなる特性のコンデンサを選定し、それらのコンデン
サを並列に接続した構成とすればよい。更に、このように複数素子のコンデンサを並列に
接続してコンデンサＣ２やコンデンサＣ３を構成するものとし、それらの複数素子のコン
デンサを回路基板に実装する際には、各コンデンサと回路基板上のパターンとの接触部分
が多面であるため、コンデンサを均等に接続することで、アースへの結合を良くして効果
を向上させることができる。なお、コンデンサＣ１のように対象周波数ｆｓが１つの場合
であっても、例えばインピーダンスの異なる複数素子のコンデンサを並列に接続したもの
としてもよい。
【０１３６】
　以上のようにして、各作用（ａ）～（ｄ）の対象周波数ｆａ～ｆｄのうちのいずれか１
つ又は複数の対象周波数に対して低インピーダンスとなる特性のコンデンサＣ１～Ｃ３を
選定することができる。なお、コンデンサの容量を大きくすると、漏れ電流が多くなる。
漏れ電流に関する検査においては直流からカットオフ周波数１ｋＨｚまでの範囲で実施さ
れるため、漏れ電流が大きくなった、その周波数の範囲でインピーダンスが高くなるよう
なコンデンサを選定すると好適である。
【０１３７】
　次に、図３の信号ケーブル１０８として一重シールドのものが使用されている内視鏡１
０を用いた内視鏡システム１の第２の実施の形態について説明する。
【０１３８】
　図６は、第２の実施の形態の内視鏡システム１の回路グランド（シグナルグランド）と
回路以外の金属部材のアースへの接続構成を示した構成図である。なお、図４に示した第
１の実施の形態と同一又は類似の構成要素には図４と同一符号を付して説明を省略し、主
として第１の実施の形態との相異点について説明する。　
【０１３９】
　図６の第２の実施の形態では、図４の第１の実施の形態において光源装置１２の筐体８
０内に配置されたコンデンサＣ１と、プロセッサ１４の筐体８４の内部に配置されたコン
デンサＣ２とが、それぞれＬＧコネクタ７０の枠体１２１の内部と、プロセッサコネクタ
７４の枠体１３４の内部に設けられている点で図４の第１の実施の形態と相違している。
これによれば、コンデンサＣ１、Ｃ２として内視鏡１０の種類ごとに又は個体ごとに対策
したい周波数に応じた特性のコンデンサを選出することができる。これらのコンデンサＣ
１とコンデンサＣ２の作用、及び、コンデンサＣ３の作用については、第１の実施の形態
と同じである。
【０１４０】
　図６に示すように、ＬＧコネクタ１２２の枠体１２１は、第１の実施の形態と同様に先
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端部１２２と基端部１２４とがサージアブソーバ１２６を介して連結されて構成され、本
実施の形態では、更に先端部１２２が基端側の第１先端部１２２Ａと、第１先端部１２２
Ａよりも先端側に配置される第２先端部１２２Ｂとから構成されている。
【０１４１】
　第１先端部１２２Ａの金属部材（以下、単に第１先端部１２２という）と第２先端部１
２２Ｂの金属部材（以下、単に第２先端部１２２Ｂという）とは絶縁体を介して電気的に
絶縁された状態で連結されており、それらの内部において第１先端部１２２Ａと第２先端
部１２２Ｂとの間がコンデンサＣ１を介して交流的に接続されている。
【０１４２】
　第２先端部１２２Ｂは、光源装置１２のコネクタ受け８２の金属部材（以下、単にコネ
クタ受け８２という）に電気的に接続（短絡）され、コネクタ受け８２は、第１の実施の
形態とは異なり、光源装置１２の筐体８０（フレームグランド）に電気的に接続（短絡）
されて筐体８０を介してアースに電気的に接続（短絡）されている。
【０１４３】
　これによって、ＬＧコネクタ７０の第１先端部１２２Ａと、光源装置１２のフレームグ
ランド（筐体８０）及びアースとが、コンデンサＣ１を介して交流的にのみ接続されてい
る。
【０１４４】
　プロセッサコネクタ７４の枠体１３４は、第１の実施の形態と異なり、プロセッサケー
ブル７２に連設された基端部１３４Ａと、プロセッサケーブル７２に対して基端部１３４
Ａよりも遠方となる先端側に配置され先端部１３４Ｂとから構成されている。
【０１４５】
　基端部１３４Ａの金属部材（以下、単に基端部１３４Ａという）と先端部１３４Ｂの金
属部材（以下、単に先端部１３４Ｂという）とは絶縁体を介して電気的に絶縁された状態
で連結されており、それらの内部において基端部１３４Ａと先端部１３４Ｂとの間がコン
デンサＣ２を介して交流的に接続されている。
【０１４６】
　先端部１３４Ｂは、プロセッサ１４のコネクタ受け８６の金属部材（以下、単にコネク
タ受け８６という）に電気的に接続（短絡）され、コネクタ受け８６は、第１の実施の形
態とは異なり、プロセッサ１４の筐体８４（フレームグランド）に電気的に接続（短絡）
されて筐体８４を介してアースに電気的に接続（短絡）されている。
【０１４７】
　これによって、プロセッサケーブル７２の金属体１３２及びプロセッサコネクタ７４の
枠体１３４の基端部１３４Ａと、プロセッサ１４のフレームグランド（筐体８４）及びア
ースとが、コンデンサＣ２を介して交流的にのみ接続されている。
【０１４８】
　したがって、内視鏡１０全体及び患者基板１０４とからなる内視鏡装着部に配置された
回路以外の金属部材は、ＬＧコネクタ７０の枠体１２１の第２先端部１２２Ｂと、プロセ
ッサコネクタ７４の枠体１３４の先端部１３４Ｂを除いては、第１の実施の形態と同様に
光源装置１２のフレームグランド（筐体８０）、プロセッサ１４のフレームグランド（筐
体８４）、及び、アースとは、直流的に絶縁されているが、コンデンサＣ１又はＣ２を介
して交流的に接続されている。これによって、第１の実施の形態と同様のコンデンサＣ１
、Ｃ２の作用によって第１の実施の形態と同様にＥＭＣの向上が図られている。
【０１４９】
　なお、第１の実施の形態のようにコンデンサＣ１を配置した構成と第２の実施の形態の
ようにコンデンサＣ２を配置した構成とを組み合わせた形態、または、第１の実施の形態
のようにコンデンサＣ２を配置した構成と第２の実施の形態のようにコンデンサＣ１を配
置した構成とを組み合わせ形態を採用することもできる。
【０１５０】
　次に、図３の信号ケーブル１０８として二重シールドのものが使用されている内視鏡１
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０を用いた内視鏡システム１の第３の実施の形態について説明する。
【０１５１】
　図７は、第３の実施の形態の内視鏡システム１の回路グランド（シグナルグランド）と
回路以外の金属部材のアースへの接続構成を示した構成図である。なお、図４に示した第
１の実施の形態と同一又は類似の構成要素には図４と同一符号を付して説明を省略し、主
として第１の実施の形態との相異点についてのみ説明する。　
【０１５２】
　図７に示すように、第３の実施の形態では、内視鏡１０の挿入部２０、操作部２２、及
びユニバーサルケーブル２４の内部に挿通配置された信号ケーブル１０８が、内側の第１
シールド線１１２Ａと外側の第２シールド線１１２Ｂとを有している。
【０１５３】
　内側の第１シールド線１１２Ａは、図４の第１の実施の形態のシールド線１１２と同様
に両端部でグランド線１１０に接続され、回路グランドに電気的に接続（短絡）されてい
る。
【０１５４】
　一方、外側の第２シールド線１１２Ｂは、グランド線１１０（回路グランド）とは電気
的に絶縁されており、その基端側の端部から延設された導線１４０によって、ＬＧコネク
タ７０及びプロセッサケーブル７２の内部を挿通してプロセッサコネクタ７４の枠体１３
４の金属部分（以下、単に枠体１３４という）に電気的に接続（短絡）されている。
【０１５５】
　これによって、第２シールド線１１２Ｂと、プロセッサ１４のフレームグランド（筐体
８４）及びアースとが、コンデンサＣ２を介して交流的に接続されている。
【０１５６】
　これによれば、コンデンサＣ２は、第１の実施の形態と同様に、上記作用（ｂ）、（ｃ
）、（ｄ）を有するコンデンサとする他に、作用（ａ）を有するコンデンサとすることが
できる。即ち、処置具チャンネルに挿通したＡＰＣ等の高周波処置具からのノイズは、信
号ケーブル１０８の外側の第２シールド線１１２Ｂとのノイズ結合が大きくなる。これに
対して、コンデンサＣ２をそのノイズの周波数に対して低インピーダンスとなるような特
性のコンデンサとすることで、シールド線１１２Ｂに混入するノイズをコンデンサＣ２を
介して大地に流すことができる。したがって、ビデオ信号等へのノイズの混入を防止する
ことができ、回路の誤動作や画質の劣化を好適に低減することができる。
【０１５７】
　これ以外のコンデンサＣ３～Ｃ２による作用及びそれによるＥＭＣに関しては第１の実
施の形態と同様である。
【０１５８】
　次に、図３の信号ケーブル１０８として二重シールドのものが使用されている内視鏡１
０を用いた内視鏡システム１の第４の実施の形態について説明する。
【０１５９】
　図８は、第４の実施の形態の内視鏡システム１の回路グランド（シグナルグランド）と
回路以外の金属部材のアースへの接続構成を示した構成図である。なお、図６に示した第
２の実施の形態及び図７に示した第３の実施の形態と同一又は類似の構成要素には図６及
び図７と同一符号を付して説明を省略し、第３の実施の形態と相違する点について説明す
る。
【０１６０】
　図８の第４の実施の形態では、図７の第３の実施の形態において光源装置１２の筐体８
０内に配置されたコンデンサＣ１と、プロセッサ１４の筐体８４の内部に配置されたコン
デンサＣ２とが、それぞれＬＧコネクタ７０の枠体１２１の内部と、プロセッサコネクタ
７４の枠体１３４の内部に設けられている点で図７の第３の実施の形態と相違している。
これによれば、コンデンサＣ１、Ｃ２として内視鏡１０の種類ごとに又は個体ごとに対策
したい周波数に応じた特性のコンデンサを選出することができる。これらのコンデンサＣ
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１とコンデンサＣ２の作用、及び、コンデンサＣ３の作用については、第３の実施の形態
と同じである。なお、この相違点は第１の実施の形態に対する第２の実施の形態の相違点
と一致している。
【０１６１】
　図８に示すように、ＬＧコネクタ７０の枠体１２１は、第３の実施の形態と同様に先端
部１２２と基端部１２４とがサージアブソーバ１２６を介して連結されて構成され、本実
施の形態では、更に先端部１２２が基端側の第１先端部１２２Ａと、第１先端部１２２Ａ
よりも先端側に配置される第２先端部１２２Ｂとから構成されている。
【０１６２】
　第１先端部１２２Ａと第２先端部１２２Ｂとは絶縁体を介して電気的に絶縁された状態
で連結されており、それらの内部において第１先端部１２２Ａと第２先端部１２２Ｂとの
間がコンデンサＣ１を介して交流的に接続されている。
【０１６３】
　第２先端部１２２Ｂは、光源装置１２のコネクタ受け８２に電気的に接続（短絡）され
、コネクタ受け８２は、第３の実施の形態とは異なり、光源装置１２の筐体８０（フレー
ムグランド）に電気的に接続（短絡）されて筐体８０を介してアースに電気的に接続（短
絡）されている。
【０１６４】
　これによって、ＬＧコネクタ７０の第１先端部１２２Ａと、光源装置１２のフレームグ
ランド（筐体８０）及びアースとが、コンデンサＣ１を介して交流的にのみ接続されてい
る。
【０１６５】
　プロセッサコネクタ７４の枠体１３４は、第３の実施の異なり、プロセッサケーブル７
２に連設された基端部１３４Ａと、プロセッサケーブル７２に対して基端部１３４Ａより
も遠方となる先端側に配置され先端部１３４Ｂとから構成されている。
【０１６６】
　基端部１３４Ａと先端部１３４Ｂとは絶縁体を介して電気的に絶縁された状態で連結さ
れており、それらの内部において基端部１３４Ａと先端部１３４Ｂとの間がコンデンサＣ
２を介して交流的に接続されている。
【０１６７】
　先端部１３４Ｂは、プロセッサ１４のコネクタ受け８６に電気的に接続（短絡）され、
コネクタ受け８６は、第３の実施の形態とは異なり、プロセッサ１４の筐体８４（フレー
ムグランド）に電気的に接続（短絡）されて筐体８４を介してアースに電気的に接続（短
絡）されている。
【０１６８】
　これによって、プロセッサケーブル７２の金属体１３２及びプロセッサコネクタ７４の
枠体１３４の基端部１３４Ａと、プロセッサ１４のフレームグランド（筐体８４）及びア
ースとが、コンデンサＣ２を介して交流的にのみ接続されている。
【０１６９】
　したがって、内視鏡１０全体及び患者基板１０４とからなる内視鏡装着部に配置された
回路以外の金属部材は、ＬＧコネクタ７０の枠体１２１の第２先端部１２２Ｂと、プロセ
ッサコネクタ７４の枠体１３４の先端部１３４Ｂを除いては、第３の実施の形態と同様に
光源装置１２のフレームグランド（筐体８０）、プロセッサ１４のフレームグランド（筐
体８４）、及び、アースとは、直流的に絶縁されているが、コンデンサＣ１又はＣ２を介
して交流的に接続されている。これによって、第３の実施の形態と同様のコンデンサＣ１
、Ｃ２の作用によって第３の実施の形態と同様にＥＭＣの向上が図られている。
【０１７０】
　また、信号ケーブル１０８の外側の第２シールド線１１２Ｂは、その基端側の端部から
延設された導線１４０によって、ＬＧコネクタ７０及びプロセッサケーブル７２の内部を
挿通してプロセッサコネクタ７４の枠体１３４の基端部１３４Ａに電気的に接続（短絡）
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【０１７１】
　これによって、第３の実施の形態と同様に第２シールド線１１２Ｂと、プロセッサ１４
のフレームグランド（筐体８４）及びアースとが、コンデンサＣ２を介して交流的に接続
されている。
【０１７２】
　したがって、コンデンサＣ２は、第３の実施の形態と同様に、上記作用（ｂ）、（ｃ）
、（ｄ）を有するコンデンサとする他に、作用（ａ）を有するコンデンサとすることがで
きる。即ち、コンデンサＣ２を、処置具チャンネルに挿通したＡＰＣ等の高周波処置具か
らのノイズに対して低インピーダンスとなるような特性のコンデンサとすることで、第２
シールド線１１２Ｂに混入するノイズをコンデンサＣ２を介して大地に流すことができる
。これによって、ビデオ信号へのノイズの混入を防止することができ、回路の誤動作や画
質の劣化を好適に低減することができる。
【０１７３】
　以上、上記第２の実施の形態、及び、第４の実施の形態では、コンデンサＣ１とコンデ
ンサＣ２のいずれもＬＧコネクタ７０とプロセッサコネクタ７４の内部に配置した構成と
したが、コンデンサＣ１とコンデンサＣ２のいずれか一方は、第１の実施の形態や第３の
実施の形態と同様に光源装置１２やプロセッサ１４の内部に配置した構成としてもよい。
【符号の説明】
【０１７４】
１…内視鏡システム、１０…内視鏡、１２…光源装置、１４…プロセッサ、１６…表示装
置、１８…入力装置、２０…挿入部、２２…操作部、２４…ユニバーサルケーブル、２６
…コネクタ部、３０…先端部、３２…湾曲部、３４…軟性部、４０…先端面、４２…観察
窓、４４、４６…照明窓、４８…送気・送水口、５０…処置具導出口、５４…センサ回路
、５８…照明部、６０…送気・送水ボタン、６２…吸引ボタン、６４…アングルノブ、６
６…処置具導入口、７０…ライトガイドコネクタ（ＬＧコネクタ）、７２…プロセッサケ
ーブル、７３、１０９…伝送線、７４…プロセッサコネクタ、７６…スコープ回路、８０
、８４…筐体、８２、８６…コネクタ受け、８３…光源、９０…患者回路、９２…２次回
路、１００…センサ基板、１０２…スコープ基板、１０４…患者基板、１０６…２次基板
、１０８…信号ケーブル、１１０、１３０…グランド線、１１２…シールド線、１１２Ａ
…第１シールド線、１１２Ｂ…第２シールド線、１１４、１１６、１１８、１３２、…金
属体、１２１、１３４…枠体、１３４Ａ…基端部、１３４Ｂ…先端部、１２２…先端部、
１２２Ａ…第１先端部、１２２Ｂ…第２先端部、１２４…基端部、１２６…第１サージア
ブソーバ、１２８…第２サージアブソーバ、Ｃ３～Ｃ２…コンデンサ
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